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研究成果の概要（和文）：　正常解剖実習を行うための解剖体の固定液として広く用いられているホルムアルデヒド（
FA）は、呼吸器障害や粘膜障害等を起こすことが知られ、また、発ガン物質としても問題視されている。
　報告者らは、様々な解剖体への注入液の開発を試み、解剖体の固定・防腐効果について研究した。結果、開胸・開腹
前におけるFA濃度を1ppm以下にまで低減することができた。しかしながら、開胸・開腹後にFA濃度の上昇がみられたこ
とから、解剖体内部（内臓）のFAに対する低減対策が必要である。

研究成果の概要（英文）：　Formaldehyde (FA) is widely used as a fix solution of the cadavers for 
anatomical training. However it is known that FA causes health problems such as respiratory failure and 
mucous membrane disorders. Furthermore, it has been attracting attention as a carcinogen.
　Rapporteurs have tried to develop various embalming solutions to the cadavers and studied their fixed 
and antiseptic effect. The FA concentration could be successfully reduced to less than 1.0 ppm before 
thoracotomy and laparotomy. However, FA concentration increased after thoracotomy and laparotomy. Further 
countermeasures are required against FA in the cadavers' splandnnic organs.

研究分野：解剖学・生理学
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１．研究開始当初の背景 
 ホルムアルデヒド（FA）は正常解剖実習を
行うための解剖体の固定液として広く用い
られている。しかし、FA は異臭を発し、呼吸
器障害や粘膜障害等を起こすことが知られ、
また、近年では発ガン物質としても問題視さ
れている。そのため 2008 年より、特定化学
物質障害予防規則が改正され、特定第 2 類物
質として管理濃度指針値が 0.1ppm 以下に制
限されるとともに、作業環境測定の実施が義
務づけられた。 
正常解剖実習を行っている各大学では、実
習室および作業環境の全体換気システムの
導入、光触媒、局所排気システム等による FA
濃度の低減対策を行ってきた。しかしながら、
現在の FA 暴露低減対策は、そのほとんどが
施設面での改修工事によるものであり、発生
源である解剖体に対する FA 濃度の低減対策
についてはほとんど検討されていない。 
 
２．研究の目的 
 報告者らは、過去に施設面での対策ではな
く、FA 注入・固定後の解剖体を収納する保存
槽に50％アルコールを6ヶ月間に3回入れ替
えてアルコール置換を行ったことにより、実
際に実習中の FA 濃度を低減させることがで
きた（未公表）。本研究では、さらに解剖体
への固定と FA のアルコール置換効率を向上
させるために、固定液注入の方法およびその
効果について再検討した。固定処置における
基準となるデータを開示することで、各大学
のさらなる FA 濃度の低減に役立つと思われ
る。 
 
３．研究の方法 
 平成 26 年度では、解剖体への固定液の組
成について、一般的なホルマリン法の他に 3
種類の固定液を作製し、その固定効果と防腐
効果について比較検討した。無作為に選定し
たご遺体を、一般的なホルマリン法（FA：
3.7%）、アルコールを主成分とする Thiel 法
（FA：1.8%）、親水性高分子モノマーである
ピロリドンを主成分とするプリザーブ法
（FA：0%）、飽和食塩水を主成分とする SSS
（Saturated salt solution）法（FA：0.75%）
により注入固定し、それらの固定効果と防腐
効果を、肉眼的解剖による観察、細菌および
真菌培養試験によって比較検討した。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1．解剖体への各固定液の組成 
 
 
 平成 27 年度では、防腐処置での FA 濃度の
低減対策として SSS 法を、解剖実習中に揮発
した FA の低減対策として、FA をスカベンジ
する作用がある尿素の散布（尿素法）を試み
た。この 2つの方法により防腐処置された解
剖体の FA 濃度を処置前と処置後において測
定した。 
 
４．研究成果 
 平成 26 年度では、ホルマリン法、プリザ
ーブ法、SSS 法、Thiel 法の順に解剖体関節
部の可動域が広くなることが明らかとなっ
た。また、SSS 法、Thiel 法では筋・内臓自
体の柔らかさも認められた。一方、各々の固
定法で解剖の経過に伴う解剖体の肉眼的変
化が認められた。その原因として、固定液中
の水分の蒸散とともに主成分の経時的変化
が考えられた。 
 平成 27 年度では、SSS 法では開胸・開腹後
においても解剖体の FA 濃度は低値を示し、
かつ 1 年間以上の長期保存が可能であった。
一方で、正常解剖実習用の解剖体としては十
分な固定効果は得られなかった。尿素法では、



FA 濃度が 10分の 1にまで減少するものの、1
ヶ月後には真菌の発生が見られた。 
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図 2．10%ホルマリン法と SSS 法におけるホル
ムアルデヒド濃度 
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図 3．尿素法におけるホルムアルデヒド濃度 
 
 
 結論として、解剖体への様々な固定液注入
の方法およびその効果を検討することで、
SSS 法および尿素法は、ともに解剖体の FA 濃
度の低減に有用であるが、実際の正常解剖実
習に導入するには、さらなる改良が必要であ
る。 
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